
別紙

政務活動報告書

１ 政務活動名

①上ノ国高校生英語環境研修調査

（調査場所：福島県天栄村「ブリティッシュヒルズ」）

②水産振興・蝦夷アワビ稚貝確保

（調査場所：岩手県大船渡市 北日本水産（株））

③地震災害対策安心安全に暮らせる町づくり

（調査場所：岩手県陸前高田市消防防災センター）

④洋上風力発電調査

（調査場所：秋田県能代市役所、洋上風力発電施設）

２ 政務活動内容

①上ノ国高校生英語環境研修調査 ‥ 別紙のとおり

②水産振興・蝦夷アワビ稚貝確保 ‥ 別紙のとおり

③地震災害対策安心安全に暮らせる町づくり ‥ 別紙のとおり

④洋上風力発電調査 ‥ 別紙のとおり

３ 政務活動成果

①上ノ国高校生英語環境研修調査 ‥ 別紙のとおり

②水産振興・蝦夷アワビ稚貝確保 ‥ 別紙のとおり

③地震災害対策安心安全に暮らせる町づくり ‥ 別紙のとおり

④洋上風力発電調査 ‥ 別紙のとおり

注）１ 政務活動名には、実施した活動名を記載する。

（例～○○調査研究、○○研修、○○広報・広聴、○○会議など）

２ 政務活動内容及び政務活動成果には、具体的な内容とその成果を

記載する。



１、上ノ国高校生の国内研修「ブリティッシュヒルズ」の調査について 

調査日：2024 年 3 月 26 日（火） 調査場所：福島県天栄村「ブリティッシュヒルズ」 

上ノ国高校では海外研修を 1997 年（平成 9 年度）から実施しており、この 27 年間で生

徒 127 名、引率教員 34 名が海外研修を経験しました。「百聞は一見に如かず」との言葉も

あります。現地に行き実際に自分の目で見、肌感覚で体験することの重要性を説いているこ

の言葉はまさに国際交流の原点であります。とりわけ多感で柔軟な頭の高校生世代の若人

諸君に、自分の生まれ育った国の中で培われた文化や習慣の枠から飛び出し、世界のいろい

ろな国やそこに住む人々の価値観や考え方を学ぶことは何物にも代えがたい貴重な体験で

す。しかしそのためには万国共通語の英語を使った国際的なコミュニケーションが必要で

す。「読めるけど話せない」ということが、長く言われてきましたが、今日の課題はこちら

の意思を正確に伝え、相手の言わんとすることを十分にくみ取れる英語力です。自分と相手

の考えを尊重すること、次に自信をもってそれを言えるようにすることが大切です。すべて

の人間と人間とのコミュニケーションは、一人ひとりの短いスピーチの連続です。長い英語

教育のキャリアを持ち神田外語大学・学院を経営している佐野学園が福島県天栄村で開業

している「ブリティッシュヒルズ」は国内に居ながら現地と同様日常全てのコミュニケーシ

ョンが英語のみで義務付けられております。私が伺った日もバスには高校生 15 人が語学研

修で乗り込みヒルズへ。ちょうど昼食時で大勢の高校生男女がランチタイムの真最中。事前

に上ノ国高校吉田享平校長先生のご配慮で、私に研修事業ユニット教務部長の栗村幸氏が

対応してくれ細やかにブリティッシュヒルズの特徴を説明してくれました。建築物は英国

現地での建築物を解体して日本まで運び組み立てたこと、重厚な机、椅子、ソファーやベッ

ドその他日常生活で使用していた絨毯などもすべて英国の建物にあったものを持ってきた。

施設全体が教育施設ですべての施設で英語環境を提供しています。施設完成まで 10 数年の

歳月を要したとのこと。全く英国に生活している気分満載の樫の木の重厚な建築物、衣装や

テーブルマナー、午後のティータイムなど英国の文化や習俗などの生活そのものを体験で

きます。ヒルの貸し出すマントが大人気とのことです。「ブリティッシュヒルズ」の研修で

は英語力向上はもちろん英国の歴史、思考力、想力、問題意識も英語で考えるように鍛えら

れると思います。私が説明を受けていた折にも、大勢の高校生たちがマントを羽織り、英国

人の教師とオリエンテーション、部屋の説明など各種の場面すべて英語で会話していまし

た。オールイングリッシュの特色豊かな研修施設で、テーラーメイドの教育内容、実践的な

語学環境などで国際人として活躍できる素養が身につくことでしょう。今まで予算の関係

上、限られた人数より海外研修に行けませんでしたが、今年度から始まるこの研修に多勢の

上ノ国高校生が参加できることになるので、生徒がより知的センスを向上させ、教養を体得

する最高の機会になります。上ノ国高校生諸君が魅力あふれたインターナショナルパーソ

ナリティーの持ち主に成長することを大いに期待しています。この日の天栄村のブリティ

ッシュヒルズは大雪で「英国のガスがかかった雰囲気にそっくり、研修生も思い出になるで

しょう」との栗林氏の言葉で視察を終えました。 





 









 

２、水産振興＝アワビの稚貝確保をはかり、切れ目のない水産資源による水産振興で漁村地

域活性化・喜ばれるふるさと納税返礼品確保に向けて 

調査日：2024 年 3 月 27 日（水） 調査場所：岩手県大船渡市「北日本水産株式会社」 

今年度（令和６年度）数年来購入している北海道からのエゾアワビ稚貝はウィルスにより

供給がかなわず、岩手県の北日本水産（株）から購入することになり、「北海道産の蝦夷ア

ワビ稚貝と同様」の報告を受け予算を議会で議決したところ。新花巻駅まで行きレンタカー

を借り大船渡市三陸町綾里石浜の北日本水産（株）へ。取締役営業部長の古川翔太氏の説明

を受ける。アワビは運動量が多く流れのある海中では身が締まりすぎ固くなってしまうこ

とや、餌も大小のアワビによって餌に大小の差をつけて与えている。餌を食べる際に砂や汚

れが取り込まれキモに蓄積されるので清潔さに細心の注意を払っていること。北日本水産

の三陸アワビが肉厚で柔らかくキモまでおいしく食べられるのは育ちのいい個体同士を交

配し、陸上の清潔な養殖水槽で育てており、地中へと浸透する過程でろ過される清潔な地下

浸透海水をさらにろ過し 24 時間 365 日かけ流し、養殖水槽を常に清潔に保っている。きれ

いな海水、きれいな水槽を拝見し実感した。また福祉にも力を入れていて、授産施設から通

年で園生を受け入れていて、仕事をしている現場も拝見。この地域で生まれ育ったものとし

て地域振興の一助になるように地元漁業者と意思疎通を図っている。視察しながら、地域に

対する熱い思いを込めた説明に感銘受けた。上ノ国でも養殖施設の清潔な環境保持が何よ

りも大事であるとの認識を深めたところである。他県から多くの自治体などが視察に見え

ているとのこと。蝦夷アワビは北海道などの方々はじめ、ふるさと納税返礼品としての評価

も高く今後も切れ目のない供給をしていく必要が不可欠との思いをより一層強くしたとこ

ろです。温暖化など海水温上昇で海の生態系に変化がみられる今日漁業者が安定した収入

を得るためには、蝦夷アワビ稚貝の切れ目のない安定確保を図り養殖漁業で付加価値の高

い魚介類を安定して提供できる体制の構築が大事です。   

 

「北日本水産（株）の行き帰り、途中太平洋セメント（株）の大船渡工場前を通りました。

白い煙を見ながら、東日本大震災のがれき処理で 24 時間フル稼働を行い、早期復興に獅子

奮迅の働きをした報道場面が脳裏を去来しました。」 

 

 

 

 

 

 

 

 









３、地震災害対策安全安心に暮らせる町づくり 

調査日：2024 年 3 月 27 日（水） 調査場所：岩手県陸前高田市 

2024 年 1 月 1 日にマグニチュード 7.6 最大震度 7 の揺れを観察する巨大地震の能登半島

地震が発生しました。大津波が発生、多くの家屋が倒壊、道路損壊、停電、断水など社会イ

ンフラが壊滅状態になり、道路の大渋滞、漁港が隆起し、輪島朝市では 240 棟の大火災が

発生するなど、242 名の死者と行方不明者 11 人の大災害になりました。今年は東日本大震

災から 13 年。2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分東北三陸沖を震源に発生。国内観測史上最

大のマグニチュード 9.0 最大震度 7 を観測し、巨大津波が沿岸部を襲った。死者宮城県 9544

人、岩手県 4675 人、福島県 1614 人など 12 都道府県で合わせて 1 万 5900 人、不明者 2523

人。避難生活での体調悪化での震災関連死は年々増え 3802 人に上る。今も約 2 万 9 千人が

避難を余儀なくされている。陸前高田市は震災で 1550 人（災害関連死 42 人含む）が死亡、

207 人が行方不明となりました。震災後津波対策として 10 メートル以上防潮堤のかさ上げ

を行い、高台への集団移転も行っています。また、2023 年 11 月から避難に関して先進技術

の人工知能（AI）を使った「オートコールシステム」＝高齢者ら要支援者の安否確認を行う

全国初の本格運用＝を開始しております。具体的内容はあらかじめ要支援者を登録し、災害

時には自動音声で避難状況を確認します。住民が現在地やけがの有無を回答すると、AI が

文字に変換し、災害対策本部のパソコンに集約して「痛い」「けがをしている」などの”危

険ワード”は色付きで表示され、少ない人員でも迅速に被害把握が出来ます。また内容に応

じて救助などを行うほか、自衛隊など他の期間に共有することも想定しています。また大震

災時に避難場所である小学校校庭に整列していた気仙小学校児童生徒 9４人全員を”高台

に逃げろ”と足の速い６年生を先頭に裏山の高台まで避難させ全員無事だったことは、当

時の菅野祥一朗校長の「津波が襲う 20分前のとっさの機転、判断」が 94人全員の児童生徒

を救いました。常日頃から現場付近を自分の目で見、肌で体験しておく重要さと臨機応変の

対応力を普段から養っておく大切さを教えてくれています。10 メートル以上かさ上げされ

た防潮堤や高台に集団移転の現場、新しい陸前高田市庁舎も視察いたしました。市庁舎から

離れた場所にある防災センターに伺い、陸前高田市防災局・防災課課長兼防災対策監、岩手

大学地域防災研究センター客員教授・中村吉雄氏から、災害時の体験や生死を分けた判断や、

樋門管理の消防団員が責任感の強さで犠牲になったお話、「オートコールシステムのイメー

ジ」などお聞きいたしました。また 13年前の東日本大震災の際、復興に際して、隣市大船

渡市にある太平洋セメント大船渡工場が、震災がれきの処理に 24時間フル稼働し獅子奮迅

の処理にあたったことも参考になりました。中村吉雄氏が「物質的な損害や喪失などは時間

かかるが取り戻すことは可能。しかし失われた命は取り返すことは不可能です。災害時には

まず人命第一の行動が絶対不可欠です」の言葉がいつまでも心に残った 50分間の会話でし

た。上ノ国町の防災に役立つ数多くのお話でした。大震災で亡くなられた方々、未だ行方不

明者の皆様に心から哀悼の意を申し上げ、上ノ国町の安全を胸に刻み、復興で整備された陸

前高田市を後にしました。 













４、洋上風力発電調査 

調査日：2024 年 3 月 28 日(木) 調査場所：秋田県能代市沖・秋田洋上風力発電株式会社 

北海道・東北の日本海側を中心に全国各地で洋上風力発電の計画が立ち上がっている。 

現在(2023.10.3 時点では、着床式として北海道 5 海域〈檜山沖、松前沖、島牧沖、岩宇・南

後志区沖、石狩市沖〉は有望区域に整理されている。また浮体式として、岩宇・南後志地区

沖、島牧沖は準備区域に整理されている。 

政府の促進地域指定されている秋田県能代沖の洋上風力発電株式会社状況を調査。着床

式として北海道檜山沖海域は有望区域に整理されていますが、能代市沖は ROUND1 の促

進区域として政府の事業者選定済みであります。事業者選定結果公表は ROUND2 になり

ます。政府による事業者選定のプロセスは促進区域・有望な区域・準備区域に整理されてい

ます。ROUND１の事業者選定から ROUND2 の事業者選定結果公表の手順で進められるこ

とになります。能代市沖は ROUND1 として 2021 年 12 月 24 日に事業者選定済みになっ

ている。同じ日本海沖であり檜山沖と環境面が類似し現在有望区域である檜山沖の前を走

っている状況。次の ROUND2 の事業者選定結果公表に向けて準備が進められている。    

洋上風力発電は水深を目安に着床式と浮体式に別れ、海底地質及び気象海象条件を考慮

し、固定方法が分かれ、現在北海道 5 海域で計画の洋上風力発電は「着床式」になります。 

洋上風力発電事業者は、洋上風力の建設に向けて、①環境アセスメント（洋上風力の建設

による周辺の自然環境、地域生活環境などに与える影響調査）②風況調査③海底地盤調査の

洋上風力発電の建設に向けた事前調査を行います。 

JR 東能代駅から公共交通アクセスがないためタクシーで能代市役所に行きました。能代

市のエネルギ―産業政策課米村洋志係長から 30 分にわたりお話を伺いました。洋上風力発

電力（港湾内）の経済波及効果約 270 億円、雇用創出効果約 2650 人、一般海域経済波及効

果約 3550 億円、雇用創出効果約 3 万 5000 人、メンテナンス会社ベスタス・ジャパン（株）

では能代市から 4 人が採用になり、「風の松原風力発電所」の総事業費 160 億円のうち 2 億

円を市民ファンドに充て、利回り、年 4％で 5 年後に償還。2000 口に対して、3.6 倍の 7250

口の申し込みがあり、抽選会を開催して決めたとのことで、市民の関心の高さを感じた一幕。

経済効果に大勢の市民が関心を持っており洋上風力発電が能代市経済の大きな牽引力にな

ると期待している現況とのお話でした。秋田県内の建設、電気工事会社、漁協組合の 8 社が

出資して「秋田マリタイムサービス」を設立。一般海域で計画が進む洋上風力発電設備のメ

ンテナンス業務の受注を目指しています。保守点検や管理業務は出資した会社や協力会社

の従業員が担うことになります。能代市も若者の働く場所が少なく人口減少だがこの洋上

風力発電事業が若い世代の働く場の受け皿になって欲しいと期待している。経済の起爆剤

となってくれることを市民が期待をし、また能代市内の小学 6 年生にタイムカプセルに作

文を書きそれを埋めてもらい 20 年後に掘り起こす計画をしている。20 年後の能代市が楽

しみとのお話も夢がありました。檜山沖での洋上風力発電が多くの若人の働く場になり漁

業振興につながることを期待しながら現地の洋上風力を視察しました。 









 


